
第 12 回 日本バイオセーフティ学会 総会・学術集会プログラム 

会場：学術総合センター  一橋大学一橋講堂 中会議場（２階） 
 
 
11 月 6 日（火）（ 1 日目）     
 
受  付：9：00～  
開会挨拶：9：25～ 9：30    
学 会 長：杉山 和良  国立感染症研究所 

  
セッション I   バイオリスク評価・バイオリスクマネジメントについて  [ 9：30～12：00 ] 
座長：杉山和良  (国立感染症研究所) 、 西條政幸（国立感染症研究所） 

1) 食品防御から見たバイオリスク認知・バイオリスク評価・バイオリスクマネジメントの考え

方と食品バイオテロに対する食品防御による対応 
          奈良県立医科大学 健康政策医学講座          今村 知明 

2) バイオセキュリティの観点からのバイオリスクマネジメント  －海外の事例を中心に－ 
長崎大学 国際連携研究戦略本部            天野 修司 

3) ＣＥＮバイオリスクマネジメント・バイオセーフティ専門家について 
国立感染症研究所  バイオセーフティ管理室       杉山 和良 

4) 国立感染症研究所における HIV 関連曝露事故対策 
国立感染症研究所  エイズ研究センター         仲宗根 正 

 
総会                               [13：30～14：00 ] 
 
セッション II   病院バイオセーフティ 針刺し切創・血液体液曝露予防 ―現状と課題― 
                                   [14：00～16：30 ] 
座長：満田年宏（横浜市立大学）、李宗子（神戸大学）  

1) 日本における針刺し・切創の実態報告 2011  
～エピネット日本版Ａサーベイランスおよび施設調査結果より～ 

神戸大学医学部附属病院 感染制御部           李 宗子 
2) 助産師の分娩介助時における血液体液曝露予防実施状況に関する実態調査  

国立感染症研究所 細菌第二部            網中 眞由美 
3) 安全器材導入における課題と安全な注射処置への取り組み  

横浜市立大学附属病院  感染制御部           満田 年宏 
4) 我が国における針刺し切創・血液体液曝露予防を推進する上での課題  

～保健所の役割を含めて～ 
岐阜県東濃保健所 所長                木戸内 清 

 
教育講演    感染症法                       [16：30～17：20 ] 
座長：倉田毅 (国際医療福祉大学) 

バイオリスクマネジメント ―感染症法に基づく対策について―  
厚生労働省健康局結核感染症課             中嶋 建介 

 
 
機器等 展示  中会議場（１）                     [ 9：00～17：00 ]                        
機器等展示出展社（７社） 
 アゼアス株式会社・家田貿易株式会社・ザルスタット株式会社 

株式会社 スギヤマゲン・ 株式会社トミー精工・日本エアーテック株式会社 
日立アプライアンス株式会社・ヤマトシステム開発株式会社（５０音順） 

 
懇親会                                [18：00～20：00 ]            



 
 
11 月 7 日（水） (2 日目) 
 
受付：9:00~  
 
セッション III  一般演題                     [ 9：30～10：00 ] 
座長：木ノ本雅通（バイオメディカルサイエンス研究会） 

1) 病原体輸送容器へのドライアイス誤梱包時の病原体漏洩防止策に関する検討 
 国立感染症研究所 バイオセーフティ管理室        伊木 繁雄 

2) ＢＳＣ使用時の前面開口部と腕の高さについて 
（株）日立産機システム 受配電・環境システム事業部   小野 恵一 

 
セッション IV  バイオリスクマネジメントの教育・訓練 ―現状と課題― [10：30～12：30 ] 
座長：倉田毅 (国際医療福祉大学) 、伊木繁雄（国立感染症研究所）       

1) WHO Biosafety Train-the-Trainer Programme   
国立感染症研究所 ウイルス第一部             安藤 秀二 

2) WHO ポリオ実験室ネットワークにおけるバイオセーフティ教育訓練   
国立感染症研究所 ウイルス第二部             清水 博之 

3) 理化学研究所における安全講習 
理化学研究所 和光安全管理部              吉識  肇   

4) 国立感染症研究所における教育・訓練   
国立感染症研究所 バイオセーフティ管理室        伊木 繁雄 

5) 沖縄科学技術大学院大学（OIST）における教育・訓練及び CITI Japan Program 
沖縄科学技術大学院大学 研究安全セクション       田中 俊憲 

6) バイオメディカルサイエンス研究会主催のバイオセーフティ講習会について 
NPO 法人バイオメディカルサイエンス研究会      木ノ本 雅道  

総合討論 
 
セッション V  バイオセーフティ専門家制度を考える        [13：30～16：00 ]  
座長：黒澤努（大阪大学）、北林厚生（バイオメディカルサイエンス研究会） 

日本バイオセーフティ学会専門家制度の概要  
バイオセーフティ専門家制度に関する検討委員会委員長   黒澤 努 
 

1) 専門医制評価・認定についての紹介 
   日本専門医制評価・認定機構 理事長           池田 康夫 

2) 日本バイオセーフティ学会のバイオセーフティ専門家ファウンダー（設立専門家） 
バイオセーフティ専門家制度に関する検討委員会委員長   

 大阪大学 医学部                        黒澤  努 
3) バイオセーフティ専門家制度に就いての考察 

NPO 法人バイオメディカルサイエンス研究会        北林 厚生 
4) バイオセーフティ専門家制度へ期待すること 日本感染症学会 

防衛医学研究センター 情報システム研究部門       加來 浩器   
5) バイオセーフティ専門家制度へ期待すること  －日本細菌学会の立場からー  

岐阜大学医学部 病原微生物遺伝子資源保存センター    江崎 孝行 
6) バイオセーフティ専門家制度へ期待すること 結核菌検査の観点から 

結核予防会結核研究所 抗酸菌レファレンス部       御手洗 聡 
総合討論 

  
機器等 展示    中会議場（１）                  [ 9：00～15：00 ]  
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